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◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
立
春
を
過
ぎ
て
、
暦
の
上
で

は
、
春
を
迎
え
ま
し
た
が
、
境
内
を
吹
き
抜
け
る
風
は
、

容
赦
（
よ
う
し
ゃ
）
な
く
体
感
を
奪
い
ま
す
。 

余
寒

（
よ
か
ん
）
厳
し
き
昨
今
で
す
。 
過
日
の
二
月
八
日

は
、「
事
八
日
（
こ
と
よ
う
か
）」
と
い
う
日
で
あ
り
ま

し
た
が
、
御
存
知
（
ご
ぞ
ん
じ
）
で
し
た
か
。 
実
は
、

正
月
行
事
が
終
わ
っ
て
、
人
々
が
日
常
生
活
に
戻
り
、

農
作
業
を
始
め
る
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
日
に

行
わ
れ
る
伝
統
的
な
風
習
（
ふ
う
し
ゅ
う
）
の
一
つ
に

「
針
供
養
（
は
り
く
よ
う
）」
が
あ
り
ま
す
。 

私
共
の

御
先
祖
様
は
、
す
べ
て
の
生
き
物
は
も
ち
ろ
ん
、
仕
事

で
使
う
大
事
な
道
具
な
ど
の
物
に
も
、
命
が
や
ど
る
、

魂
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
、
大
切
に
扱
い
ま
し

た
。 

一
神
教
（
い
っ
し
ん
き
ょ
う
）
で
は
、
ゴ
ッ
ド

が
、
天
地
を
創
造
（
そ
う
ぞ
う
）
さ
れ
ま
す
が
、
日
本

で
は
、
万
物
は
自
生
（
じ
せ
い
）
し
、
そ
の
一
つ
一
つ

に
霊
（
れ
い
、
ア
ニ
マ
）
が
宿
（
や
ど
）
る
と
さ
れ
ま

し
た
。 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
、「
万
物
有
霊
論

（
ば
ん
ぶ
つ
ゆ
う
れ
い
ろ
ん
）」、
あ
る
い
は
、「
ア
ニ

ミ
ズ
ム
」
と
い
う
の
で
す 

日
本
人
特
有
（
と
く
ゆ
う
）

の
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
、
尊
（
と
う
と
）
い
精

神
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

     

◇
春
に
か
か
る
枕
詞
（
ま
く
ら
こ
と
ば
）
の
一
つ
に
、

「
冬
ご
も
り
」
と
い
う
言
葉
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

ま
さ

し
く
、「
事
八
日
」
を
迎
え
る
ま
で
の
正
月
行
事
、
つ
つ

ま
し
く
静
か
に
過
ご
し
つ
つ
、
そ
の
年
の
豊
作
を
祈
る

力
を
蓄
（
た
く
わ
）
え
る
期
間
で
も
あ
る
の
で
す
。 

そ
し
て
、
私
共
の
「
事
八
日
」
と
も
い
う
べ
き
、
一
年

の
最
初
の
大
祭
で
あ
る
、
二
月
十
七
日
の
祈
年
祭
（
き

ね
ん
さ
い
）
を
迎
え
ま
す
。 

小
学
校
の
頃
、
担
任
の

先
生
か
ら
、「
一
、
三
、
五
、
七
、
八
、
十
、
十
二
、
大

の
月
」、「
二
、
四
、
六
、
九
、
十
一
（
さ
む
ら
い
）、
小

の
月
」
と
教
（
お
そ
）
わ
り
ま
し
た
。 

二
月
は
、「
小

の
月
」、
し
か
も
、
二
十
八
日
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

し

か
し
、
前
述
（
ぜ
ん
じ
ゅ
つ
）
の
祈
年
祭
を
始
め
、
紀

元
祭
（
き
げ
ん
さ
い
）、
さ
ら
に
、
天
長
祭
（
て
ん
ち
ょ

う
さ
い
）
と
、
日
本
国
民
と
し
て
、
お
ろ
そ
か
に
で
き

な
い
祭
典
が
続
く
の
で
す
。 

 
 

◇
さ
て
、
明
日
は
、
初
代
神
武
天
皇
（
じ
ん
む
て
ん
も

う
）
様
が
、
橿
原
（
か
し
は
ら
）
の
宮
に
て
御
即
位
を

さ
れ
ま
し
た
の
を
紀
元
と
す
る
、
皇
紀
（
こ
う
き
）
二

千
六
百
八
十
三
年
を
迎
え
ま
す
。 

当
宮
で
も
、
紀
元

祭
を
斎
行
（
さ
い
こ
う
）
し
ま
す
し
、
下
関
奉
祝
会
で

も
、
奉
祝
パ
レ
ー
ド
、
さ
ら
に
、
市
民
会
館
に
て
奉
祝

祭
典
式
典
が
挙
行
（
き
ょ
こ
う
）
さ
れ
ま
す
。 

そ
の

神
武
天
皇
様
の
建
国
の
詔
（
み
こ
と
の
り
）
に
は
、「
ま

る
で
家
族
の
よ
う
に
温
（
ぬ
く
）
も
り
の
あ
る
国
家
の

建
設
」
を
理
想
と
す
る
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
初
代
神
武
天
皇
様
か
ら
、
今
上
陛
下
（
き
ん
じ
ょ

う
へ
い
か
）
ま
で
、
百
二
十
六
代
、
万
世
一
系
（
ば
ん

せ
い
い
っ
け
い
）
の
天
皇
陛
下
を
仰
（
あ
お
）
い
で
い

る
の
で
あ
り
ま
す
。 

幕
末
の
歌
人
（
か
じ
ん
）
で
、

「
独
楽
吟
（
ど
く
ら
く
ぎ
ん
）」
と
い
う
、「
楽
し
み
は
」

で
始
ま
る
五
十
二
首
の
和
歌
を
残
さ
れ
た
、
橘
曙
覧

（
た
ち
ば
な
の
あ
け
み
）
さ
ん
は
、
そ
の
四
十
六
首
目

に
、 

「
楽
し
み
は 

神
の
御
国
（
み
く
に
）
の 

民
（
た
み
）

と
し
て 

神
の
教
（
お
し
へ
）
を 

ふ
か
く
お
も
ふ
と

き
」」
と
詠
（
よ
）
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
「
神
の

教
へ
」
と
は
、
私
は
、
日
本
人
の
美
質
（
び
し
つ
）
で

あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。 

一
つ
は
、
前
述
し
ま
し
た
と

お
り
、
万
物
万
象
（
ば
ん
ぶ
つ
ば
ん
し
ょ
う
）、
至
る
と

こ
ろ
に
神
仏
を
見
い
だ
し
、
恐
れ
敬
い
、
感
謝
の
心
で

生
活
を
す
る
こ
と
で
す
。 

二
つ
め
は
、
弱
い
立
場
の

人
に
も
利
他
、
思
い
や
り
の
心
で
大
切
に
接
す
る
こ
と

で
す
。
さ
ら
に
、
ど
ん
な
困
難
に
も
、
正
義
、
正
直
、

倫
理(

人
が
守
る
べ
き
モ
ラ
ル)

、
道
徳
で
も
っ
て
、
乗

り
越
え
て
い
く
と
い
う
気
概
（
き
が
い
）
を
持
っ
て
い

る
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

明
日
は
、
神
の
御
国

の
民
と
し
て
、
厳
粛
（
げ
ん
し
ゅ
く
）
に
紀
元
祭
を
御

奉
仕
申
し
上
げ
る
所
存
（
し
ょ
ぞ
ん
）
で
す
。 
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◇
二
月
の
祭
典
行
事
予
定
（
報
告
も
含
む
） 

 
▼
月
次
祭 

＊
二
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
祢
神
社
月
次
祭 

＊
二
月
一
日 

 

▼
花
手
水
実
施 

＊
二
月
三
日
～
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 

 

▼
節
分
祭 

＊
二
月
三
日 

 
 

 

 

▼
下
関
三
井
化
学
百
周
年
記
念
植
樹
祭 

 

＊
二
月
七
日 

▼
紀
元
祭 

＊
二
月
十
一
日 

□
本
宮 

＊
午
前
十
時 

□
下
関
市
建
国
祭 

＊
午
後
二
時 

 

※
奉
祝
パ
レ
ー
ド 

➡
 

彦
丸
広
場
～
夢
ひ
ろ
ば 

 

※
祭
典
、
式
典
、
講
演 

➡
 

下
関
市
民
会
館 

 
▼
祈
年
祭 

 

※
本
宮 

彦
島
八
幡
宮 

＊
二
月
十
七
日 

※
六
連
島
八
幡
宮 

 
 

＊
二
月
二
十
五
日 

※
田
の
首
八
幡
宮 

 
 

＊
二
月
二
十
七
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
二
月
二
十
一
日 

◇
二
月
の
宮
司
動
静
報
告 

 

▼
彦
島
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

□
彦
島
八
幡
宮
リ
ー
グ
役
員
会 

 

＊
二
月
十
三
日 

※
彦
島
八
幡
宮
杯
争
奪
の
成
年
ソ
フ
ト
ボ
ー 

 

ル
大
会
、
三
年
振
り
に
今
秋
開
催
予
定 

 
 

□
神
道
会
世
話
人
会 

＊
二
月
二
十
六
日 

 
 
 

※
家
の
宗
旨
（
し
ゅ
う
し
）
が
神
道
の
方
の
世

話
人
会
、
春
の
祖
霊
祭
（
そ
れ
い
さ
い
）
に

つ
い
て
協
議 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
関
係 

 

□
下
関
支
部
幹
事
会 

＊
二
月
六
日 

 

□
下
関
建
国
奉
祝
会
実
務
者
会
議 

＊
二
月
八
日 

 

 

□
山
口
県
神
社
庁
役
員
会 

＊
二
月
十
二
日 

 

□
山
口
県
神
社
庁
支
部
長
事
務
局
長
会
議
、
神
社

庁
例
祭 

＊
二
月
十
三
日 

 

□
日
本
会
議
山
口
後
援
会 

＊
二
月
十
八
日 

 
 

※
作
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
門
田
隆
将
氏
の
講

演
会 

 

□
山
口
県
青
年
神
職
会
検
収 

＊
二
月
二
十
日 

 
 

※
当
宮
に
て
建
設
業
者
を
招
き
地
鎮
祭

セ
ミ
ナ 

 
 
 

 
 
 

ー
開
催 

 
 

□
巡
回
祭
典
後
講
話
研
修
会 

＊
二
月
二
十
一
日 

 
 
 

※
宇
部
市
、
南
方
八
幡
宮
に
て
開
催 

 

▼
教
誨
師
関
係 

 

□
釈
放
前
指
導
講
話 

＊
二
月
二
十
八
日 

※
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
、
釈
放
前

の
セ
ン
タ
ー
生
へ
の
指
導
講
話 

▼
学
校
関
係
、
そ
の
他 

□
玄
洋
校
区
挨
拶
運
動 

＊
二
月
十
日 

□
西
山
小
学
校
Ｃ
Ｓ 

＊
二
月
十
日 

□
玄
洋
中
Ｃ
Ｓ 

＊
二
月
十
七
日 

□
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
二
月
十
五
日 


